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11/3 朝日(朝刊) 

 

西はりま熟年者の会は、１１月４日（土）、pm1：30

～5：00、イーグレひめじで、福島第１原発爆発事故の

放射能被害から兵庫県に避難してこられた方々を迎え

トークショーを開催しました。 

  爆発事故から２年半を経過し、マスコミは、小泉元首相

の「核廃棄物の処理場が無いまま原発再稼動は無責任、

原発ゼロへ」の発言の他は、現地の状況や被災者の様子を

殆ど報道しなくなり、原発事故は風化しつつあります。 

 避難者の方々から、現地の状況、被災者の実情を聞き、

改めて原発は人間と共存できないことを再確認し、脱原

発の正しさを確信しました。 

      福島の現状を絵で伝えたい 

  講演では、伊達市で被曝し明石市へ避難している画家

のあとりえとおのさんは、放射能から幼子を守る母親の

絵を示しながら放射能の恐ろしさ、被災者の不安な心情

を訴えました。 

 

 

生命より大切なものはない 
  郡山市から市川町へ避難している渥美美紀 

さん母子は、爆発当時正しい情報を知らされ 

ないまま飲料水や食糧に対する不安から避難 

を繰り返し、今も夫は単身赴任の生活をしています。 

  自主避難のため、国や東電からの補償は一切無く、今

後の生活に不安があり難渋の生活をしています。 

  そのため、避難先でのネットワークづくりを始め、福

島の仲間たち（３ａ郡山）と連携しながら、２度とこの

様な悲惨な事故を起こさせないために再稼動反対、脱原

発を目指し活動しています、と報告されました。 

      姫路でも脱原発の活動を 
  姫路市の佐野宏美さん、「原発事故を考 

える姫路市民の会」を立ち上げ、どこでも 

誰でも放射能健康診断「署名」などの活動を播磨の地で取

組んでいる報告がありました。 
 
熟年者の会も原発事故を風化させず、脱原発の運動を

広げましょう！! 

 

 
新聞にも大きく掲載され(左記と 
神戸)、紙面を見て来られた人を
含め 30 人余の参加、会場から
も多くの発言、被災者の尽きな
い悩みや心の葛藤を知り、有意
義な取り組みとなりました。 

 

茨城県から来
られた人もあ
り、多くの交
流があった！ 

●避難した人も「原発事故さえなかったら娘が何度も転校しなくてよかったのに」と言われ、実家は安心して
帰れる場所ではなく故郷を失ってしまったよう…と訴えられた！!   娘さんも「本当にこれでよかったのか、 
いつも思い返している」と打ち明けられた！! 
●残った人は、線量は高いが、代々の土地、田畑や 
墓がある、家畜がいる…心の葛藤は尽きない…!！ 

 

 


